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はじめに 

 

本報告書は、平成２４年度道徳教育総合支援事業（文部科学省）の委託事業「ふくしま道徳教育推進

プラン」として、県内６地区における小・中・高等学校７校により実践研究を行い、推進校が１年間に

取り組んだ道徳教育の実践内容を紹介するものです。 

 各推進校は、自校での取組を次のプロットに従って報告しております。今年度は、「道徳教育全体計画

の改善がどのように図られたのか、道徳教育推進教師は自校でどのような役割を果たしているのか、道

徳教育における校長の指導の方針等はどのように伝えられたのか」の３つの柱を立てました。 

なお、各校の全体計画、年間指導計画は、平成２４年度と２５年度で比較することができるようにな

っており、教育課程の編成を経てどのように変更されたのかが分かります。 

また、１年間で取り組んだ各校の実践の特徴は、次のとおりです。 

 

福島市立北信中学校    道徳性診断テストと教師アンケートを活用した道徳教育 

平田村立蓬田中学校    魅力ある道徳授業のためのゲストティーチャー活用 

矢祭町立東舘小学校    心の教育推進委員会との協働と公開授業 

下郷町立江川小学校    道徳教育の基盤となる学級集団づくり 

県立新地高等学校     規範意識と自尊感情をはぐくむ生徒の生き方在り方教育 

いわき市立田人第一小学校 学級課題と重点指導 

いわき市立川部中学校   道徳性検査と保護者アンケート活用した道徳教育 

 

 【報告書のプロット】  

 

１ 学校概要 

２ 研究テーマ 

３ テーマ設定の理由 

４ 研究計画 

 ５ 児童生徒の実態及び地域の課題 

６ 道徳教育における校長の指導の方針 

 ７ 平成２４年度 道徳教育の全体計画の特徴（１） 

 ８ 平成２４年度 道徳の時間の年間指導計画の特徴（２） 

 ９ 平成２４年度 学級における指導の計画の特徴（３） 

１０ 道徳教育推進教師等における実践レポート 

１１ 道徳の時間にかかる資料 

１２ 平成２５年度 道徳教育の全体計画の特徴 改訂版（１） 

１３ 平成２５年度 道徳の時間の年間指導計画の特徴 改訂版（２） 

１４ 成果と課題 

 

 

 

《道徳教育推進教師の役割》 

 

ア 道徳教育の指導計画の作成

に関すること  

イ 全教育活動における道徳教

育の推進、充実に関すること  

ウ 道徳の時間の充実と指導体

制に関すること   

エ 道徳用教材の整備・充実・活

用に関すること 

オ 道徳教育の情報提供や情報

交換に関すること  

カ 授業公開など家庭や地域社

会との連携に関すること 

キ 道徳教育の研修の充実に関

すること   

ク 道徳教育における評価に関

すること  
 （「学習指導要領解説道徳編」より） 
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推進校紹介

学 校 名 福 島 県 福 島 市 立 北 信 中 学 校

所 在 地 福島県福島市鎌田字御仮家２０番地

学 校 長 名 吉 川 博

○ 確かな学力を身につける生徒

学校の教育目標 ○ 豊かな心を身につける生徒

○ たくましい活力を身につける生徒

学級 及び 生徒数

(平成 24 年 5 月 1 日現在)

１ 努力目標の設定にあたって

教育目標「豊かな心を身につける生徒」の達成のための努力

目標を，「心の教育の一層の充実を図り，豊かな人間性・社会

性の育成に努める。」とした。

２ 教育課程編成・実施にあたって

(1) 生命尊重や思いやりの心を育てる機会と場の意図的な設定

(2) 総合的な学習の時間との関連づけ

ボランティア活動や体験的な学習を通して生徒の内面に根

道徳教育にかかる ざした道徳性や規範意識を向上させる。

併せて，教師と生徒及び生徒相互の好ましい人間関係を深

取組みの概要 められるようにする。

(3) 年間指導計画の改善と授業時数の確保

学校教育全体で行う道徳教育の要となる道徳の時間の年間

指導計画を改善し，授業時数の確保に努める。

３ 道徳教育に取り組む組織，授業実践などについて

(1) 現職教育委員会に，道徳教育推進教師を配置する。

(2) 現職教育の研究主題を道徳教育に関するものとする。

(3) 研究授業の実践は，全教師で取り組むものとする。

(4) 生徒の実態を客観的に把握し，研究的に授業を実施する。

４ 福島市で取り組む幼・保・小・中連接事業の推進にあたって

教科等部会の中に，道徳部会を設定し，小・中が連携した道

徳教育に取り組む一助とすることとする。

１ 研究テーマ

研究主題 生徒一人一人の内面的自覚を深め，道徳的実践力を身につける道徳の授業

はどうあればよいか

副主題 資料の選択・分析と効果的な導入のあり方

通常学級 特別支援学級

学年 知的障がい 情緒障がい
生徒数 学級数

生徒数 学級数 生徒数 学級数
１年 ２９４ １０ １ １
２年 ２７２ ８ １ １ ２ １
３年 ２６５ ８ １ －
計 ８３１ ２６ ３ １ ３ １
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２ テーマ設定の理由
(1) 新学習指導要領（平成 20年３月告示）の全面実施にあたって

平成２４年度は新学習指導要領全面実施初年度にあたる。この学習指導要領においても，
生きる力の理念は継承され，それを構成する柱のひとつは「豊かな人間性」であり，学校
の道徳教育を今まで以上に重視するものとなっている。

(2) 新学習指導要領の４つの改善点から
① 指導内容の重点化(「主体的に社会の形成に参画すること」)
② 生徒が感動を覚えるような魅力的な教材の開発と活用
③ 道徳教育推進教師を中心とした指導体制の充実
④ 道徳の時間の授業公開，家庭や地域社会との共通理解・相互連携

(3) 東日本大震災，原発事故に伴う教育活動の停滞から
被災した体育館修理期間（平 23.4 ～ 10 月の約６ヶ月）に全校集会，学年集会ができな

かったことに伴い，集団の規律に関する意識，規範意識の欠如がみられた。
(4) 平成２３年度の学校評価結果，教師のアンケートの結果から
① 「道徳の授業の充実に関して」の学校評価（４段階評価）から ( )内は平成２２年度

４：ほぼ課題解決
評価者 １ 学 期 ２ 学 期

３：解決の方向へ

教 員 ２．８３（２．６４） ２．６３（２．６１） ２：要努力

保護者 － ２．７２（３．０４）
１：意識不足
０：よくわからない

② 具体的な課題
● 道徳の時間の授業時数が十分確保されず，指導が不十分である。
● 道徳の時間については指導が形式化して，実効があがらない。
● 学年に応じた道徳教育の重点が見えにくい。
● 教育活動全体と道徳の時間の相互関連が十分でない。

以上の４点と後述する生徒の実態から，テーマを設定した。

３ 研究計画

月 研究協議会 地区別道徳教育推進協議会 県中教研道徳部会

４ 今年度の研究主題・計画 授業者・指導案の検討 授業者・指導案の検討
教科部会（組織編成など） （～９月） （～ 10月）
新道徳性検査の実施

５ 道徳講演会（前福島市教育実践ｾﾝﾀｰ所長 佐藤吉郎先生）

６ 生徒の実態～教科経営計画作成 指導案の検討 ～ 事前授業（～９月）
(新道徳性検査，NRT検査結果) 小･中連接事業に伴う，小学校教員への道徳の授業公開

７ 市教育実践ｾﾝﾀｰ招聘 東京学芸大学教授 永田繁雄先生講演ビデオ視聴会

8･9 １学期授業実践の振り返り， １～３年道徳の授業公開 県大会に向けた指導案完成
重点実践の確認 事前授業の実施

10 中教研県大会の準備・当日

11 学校評価の実施，結果確認 県大会の反省のまとめ
新道徳性検査の実施(抽出学級)

次期開催地引継事項の検討
12 教育課程編成準備開始

・今年度の成果と課題のまとめ

１ ・教職員研究物の出品 ・道徳教育推進協議会の実施報告書作成・提出

・次年度の道徳教育全体計画，年間指導計画の見直し・作成（～３月）

２ 次年度学校経営ビジョンの確認，教育課程実施届の作成

３ 次年度の研究主題・計画案作成
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４ 生徒の実態及び地域の課題

(1) 生徒の実態

① 自制心や規範意識の希薄化（道徳性検査「HUMANⅢ」，道徳意識調査から）
② 生活習慣の確立が不十分 （平成 23年度「学校保健だより」等から）

(2) 地域の実態

① 位置 福島市信夫山の北部に位置し，飯坂温泉が近く，伊達市に隣接している。

② 地域 奥州街道の宿場町とした栄えた瀬上・鎌田地区

果樹栽培の盛んな余目地区 ４地区から成り立っている。

商業施設の多い矢野目地区

③ 学区 瀬上・鎌田・余目・矢野目小学校を抱え，８３７名中５０５名が自転車通学と

なる広い学区である。

５ 道徳教育における学校長の指導の方針 （資料１）

(1) 各領域と密接な関連を図りながら，人間としての生き方についての自覚を深め，道徳的

実践と関連を十分図りながら道徳的実践力の育成を図る。

(2) 教師と生徒，生徒相互の人間関係を一層深め，総合的な学習の時間との関連を図りなが

ら，ボランティア活動など豊かな体験の場の確保に配慮する。

(3) 心豊かで生き生きと生活できる生徒の育成をめざし，発達段階に応じて，規律ある生活

態度の確立，自他の生命の尊重，思いやる心の指導に重点をおく。

(4) 本校の道徳教育全体計画を常に見直して改善・実施するとともに，道徳の時間の確保に

努め，多様な授業形態を取り入れる。

６ 平成２４年度 道徳教育全体計画の特徴 （資料２）

(1) 前年度の学校評価，指導の成果と課題や学校経営ビジョンを踏まえたものとした。

(2) 教育目標 ～ 道徳教育の重点目標 ～ 学年別指導の重点目標 ～ 道徳の時間の指導方針

～ 各教科・特別活動・総合的な学習の時間・生徒指導・進路指導まで，一環した指導がで

きるようにした。

７ 平成２４年度 道徳の時間の年間指導計画の特徴 （資料３）

(1) 道徳の時間の指導の重点を全学年共通とし，指導の一貫性を保てるようにした。

(2) 平成２３年３月１１日の東日本大震災に伴う教育活動の制限，各学年生徒の実態，本校

の教育課題などを踏まえ，４つの価値項目のうち，何に重点化を図ったかを明確に示した。

８ 平成２４年度 学級における指導の計画の特徴 （資料４）

(1) 学年共通の道徳年間指導計画をもとに，学級，生徒の実態を踏まえて指導ができるよう

配慮した。

(2) 生徒の実態を具体的に記述することによって，共通の年間指導計画を柔軟に取り扱える

ように配慮した。

(3) 指導にあたっては，次の点を配慮する。

① 生徒の実態を把握・踏まえ，教師の願い，想いを含めて資料の選択・分析をする。

② 問題の意識化や中心価値の方向づけ，焦点化を図る効果的な導入に努める。

・資料分析，中心発問の検討

・視覚的教材の活用，実態調査結果や他教科との関連を図った導入の工夫

③ 内面的自覚を図る振り返りの時間の設定
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９ 道徳教育推進教師等における実践レポート

本校は今年度中教研道徳県大会発表校として，現職教育主任と協力し，全校が一丸となっ

て道徳教育を推進してきた。クラス担任による最低１回の授業公開を義務づけ，小・中連接

授業公開においては，３学年の全クラスが道徳の授業を公開した。

また，授業時数の管理面から，教務主任と連携し，全クラスの道徳の授業時間を同じ時間

に一斉に取り，年間３５時間の授業時数を確実に確保した。

研究においては，学習指導要領で求める力を分析するため，道徳推進教師と道徳に造詣の

深い教員（３名 計４名）が全国レベルの研修に参加し，それを現職教育部で共有し，先生

方に広めることを行ってきた。

研究の出発点を本校の生徒，教員の実態をとらえることとし，それらを改善していくこと

を研究の主眼とした。

その上で，「価値の方向付けや問題の意識化」という導入部分と，「価値の追求や自己の

振り返り」のための資料の選択，効果的な終末を柱として，研究を進めた。

そこで，授業の中で大切となる資料について，「生徒の実態に応じた資料」の選択･分析に

焦点をあて，先生方に資料分析の方法などについて提案し，研修を深めることを通じ，授業

を構想する際に役立てることができた。

また，「効果的な導入」のために「問題の意識化」「価値の方向付け」「資料の方向付け」

を柱とし，実践を積み重ねた。

さらに，展開後段で重要になる「自己の振り返り」の方法について，先行研究や文献など

から効果的な事例を取り入れ，実践してきた。

各研修で報告し，大変好評を得た，先生方自作のＤＶＤを終末に活用した。授業の中の価

値項目をさらに深めたり，継続していこうという意欲につながったこと等が生徒たちの声か

らうかがえ，効果の大きさを検証することができた。

１０ 道徳の時間にかかる資料
（資料５）

１１ 平成２５年度 道徳教育の全体計画の特徴 改訂版（１） （資料６）

・ 「道徳意識調査」によってとらえた生徒の実態を表記

・ 道徳教育の重点事項を整理

・ 道徳の時間の指導方針に今年度の研究の視点を加味

１２ 平成２５年度 道徳の年間指導計画の特徴 改訂版（２） （資料７）

教育課程編成の際，中学校ではどうしても教科主任等を中心とする年間計画の作成となっ

てしまう傾向がある。そこでは，もちろん各主任が中心となって行事等との調整を図って時

間配当などを決めてはいるが，それが一斉に行われることがなかった。そこで，行事，総合

的な学習の時間，道徳，学級活動の月内における横断的な指導を図るため，学年主任を中心

とし，行事と総合的な学習の時間，道徳，学級活動を連動して見直すこととした（平成２５

年度分については，行事が動く可能性がまだあるので，現時点での予定）。

１３ 成果と課題

Ⅰ 研究の成果
(１) 生徒の実態に基づく資料の選択と分析

① 資料選択

○ 文部科学省の資料集や教科書会社の副読本をそろえたことで，豊富な資料の中から

生徒の実態に適合しているかどうか，道徳的価値がどのように含まれているかといっ
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た観点から資料を選択することができた。

○ 教師が多くの資料から選択できたことは，今までの授業実践や「生徒の意識調査」

の「１ 道徳の時間の勉強は好きだ」の項目が上昇していることからも裏付けられる。

② 資料分析の一例

【資料名】 『奇跡の一週間』

【出典名】 中学道徳２『明日をひらく』(東京書籍)

登場人物 私(甲斐裕美さん)，北村春男さん，甲斐さんの母親

主 要 場 面 場面ごとの気持ちの変化 道徳的価値 主 な 発 問

【ホスピスでボランティ ・ あたりまえでしょ。悲しくない ３－(１) ○ ホスビスの患者
アをしていてよくされる わけないじゃない。→「北村さん 生命の尊重 さんに対する甲斐
質問の答え】 との出会い」大きなまちがいだっ さんの気持ちの変

た。(ホスピスの患者さんへの認識 化について考えよ
ホスピスの患者さんに の変化) う。
対する思いが北村さんと
の出会いによって変化す
る。
【童話『うろこ雲』の挿 ・ 北村さんの絵に一目でファンに ３－(１)
絵の依頼】 なる。 生命の尊重

・ 自分の童話の挿絵をお願いする
パソコンソフトを使っ が，体力が低下していく北村さん
て描いた北村さんの絵の の姿に，依頼したことを後悔する。
ファンになり，童話の挿
絵の依頼をした。
【北村さんの真剣さに打 ・ 北村さんの思いに応えよう。 ３－(３) ○ 北村さんが亡く
たれ，真剣に注文をつけ ・ まさか新しい作品を20点近く仕上 人間の強さ なるまでの一週間
る私】 げるなんて。こちらも真剣に向き と気高さ， が奇跡といえるの

合わなければ，北村さんに失礼だ。 生きる喜び はなぜか。
北村さんの思いに応え
ようと，真剣になって注
文をつけることにした。
【亡くなるまでの奇跡の ・ 精神的になんて強い人なのだろ ３－(１) ○ 「自分の体から
一週間】 う。 生命の尊重 あ ふ れ て く る も

・ 北村さんのパワーと奇跡を信じ の」とは何だろう。
まるで自分の体からあ る。
ふれてくるものを，一生 ・ 「静かにかがやいた目」から，
懸命両手ですくおうとし 一生懸命描くことで，満足感，充
ているようだった。 実感が感じとれる。

【価値項目】 ３－(１)生命の尊重

(２) 効果的な導入

① 事前のアンケ－ト調査等の資料の提示

② 資料に関する絵画や写真，ＶＴＲ，ＤＶＤなどを用いた視覚的な印象づけ

③ 主題のねらいにかかわる新聞記事，生徒作文，詩や短歌の提示

○ 数十回の授業研究会を実施していく中で，生徒の実態やねらい，資料に適したさま

ざまな導入を検討し，授業に生かすことができた。

○ 効果的な導入は，生徒の問題意識を高め，道徳的価値への方向付けをするだけでな

く，中心発問や振り返りまで一貫した授業展開ができることが分かった。

(３) 生徒の変容（道徳の時間を肯定的にとらえる生徒の増加）

○ 「道徳の時間の勉強は好きだ。」については，６０％以上，「道徳の時間の勉強は

ためになると思う。」については，実に８０％以上の生徒が肯定的なとらえ方をした。
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資料の選択・分析，導入のしかたの工夫が生徒の情意面の上昇につながったものと読

み取れる。

○ 「他の人の考えを聞きながら自分のことについてよく考える」という質問について

も，約７０％の生徒が友だちの考えをよく聴いている。これは，授業の展開前段で，

登場人物の行為について考え，班活動や席の形態を工夫したことで，友だち同士積極

的に話し合って価値の追求をしたことの表れである。それが展開後段で資料から離れ

て中心価値と照らし合わせてこれまでの自分を振り返り，さらには内面的自覚へとつ

なげることができた。

(４) 教師の変容（道徳の授業に積極的に取り組む教師の増加）

先生方の意識調査から，「道徳の授業」を積極的に取り組んだ教師は，

３５％ → ６５％
と約２倍に上昇した。大きな理由としては，「他の先生の道徳の授業を観る機会がで

き，とても役だった。」があげられた。

一般に，教科の授業と違って道徳の授業は，学校全体が同じコマに設定している場合

が多い。したがって，教員同士道徳の授業を観る機会がほとんどない。

今年度は，「生徒一人一人の内面的自覚を深め，道徳的実践力を身につける道徳の授

業はどうあればよいか」という研修主題のもと，研修主任，道徳推進教師が中心となっ

組織的・計画的に研究を進めてきた。また，道徳の授業研究会でお互いの授業を観るだ

けではなく，日ごろから情報交換をしたり，学び合ったりしたことが協力しながら取り

組むことができた。

先生方の声として，

○ 道徳の授業に対する私たちの意識が変わった。(５名)

○ 自分自身の道徳の授業に対する基礎が固まった。(４名)

○ 道徳の授業を「おもしろい」と感じることができた。(３名)

○ 資料の大切さや分析・吟味の必要性について痛感した。(２名)

○ 生徒の変容が見られた。(２名)

も聞かれ，大きな成果となった。

Ⅱ 今後の課題
(１) 生徒の変容から

道徳的心情と道徳的判断力の側面では，道徳的心情が１回目よりもⅠの回答が少ない
傾向にある。また，先生方の学校評価から，規範意識と自律心，思いやりの心がまだ十
分に育っていないことがあげられた。今後は，それらの道徳的心情に指導の重点を置き，
共感的・感動的な資料を選定し，道徳的な心情を高めるような指導を工夫する必要があ
る。

(２) 課題解決のために
① 道徳全体計画の見直し

HUMANⅢの「本校のすがた」から，特に視点４「主として集団や社会とのかかわ
りに関すること」が４月と比較して望ましくない傾向にある。そこを次年度の本校の

重点目標に挙げて取り組む必要がある。
② 道徳，各教科，総合的な学習の時間，学校行事等と関連させた横断的な指導

HUMANⅢの「本校のすがた」，「各学年の項目別集計表」が参考になる。
各教科で扱う内容や教材を道徳の時間に活用したり，道徳での学習内容を教科の時

間に生かしたりすることで，生徒の道徳性をさらに深めていく必要がある。主題の配

列に当たっては，生徒の実態をふまえ，「道徳的実践力」をさらに高めるため，道徳，
学級活動，総合的な学習の時間，行事を十分に考慮していくことが大切である。

(３) 授業実践の工夫
① 道徳的価値の明確化と具体的発問の準備

道徳の授業は５０分なので，本時のねらいからぶれないことが必要である。道徳的
価値への方向付けをいかに端的に行うか，価値の追求のしかた，発問構成を工夫して
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いかなければならない。そのためには，資料の中の道徳的価値を明確にし，具体的に
何を考えさせるのか，その考えを深める具体的な発問をあらかじめ準備しておく必要
がある。

② 考えを深める交流の場の工夫
生徒の意見交流を活発にさせるには，話し合いの中で生徒のさまざまな意見を教師

が整理し，自分の考えとの違いに気づけるようにすることが大切である。生徒同士が
顔を見て話し合うことができるような座席の配置やロールプレイング等の指導の手法
などを含めた授業形態を工夫し，生徒が生き生きと活動しさらに自分の考えを深めら

れる場面を設定していくことが必要である。
③ 実態把握と学びの累積

「道徳的実戦力」をどのようにして「道徳的実践」につなげていくか，生徒の変容
をどのように把握するかについて適切にとらえることが求められている。可能な限り
生徒の心の変容をさまざまな方法でとらえ，それらを日常の指導や個別指導に生かし

ていくことが大切である。また，生徒が書いたものはファイルなどすることによって，
自分自身の考え方の変化を振り返り成長を実感したりするなど，有効に活用すること
ができる。

※ ＜研究を進める上での校内における課題＞
① 教育環境整備について

・ 破損した施設の修理を市教委に要望書を提出し，進捗状況を問い合わせながら，
その実現を図る。

・ 教室環境の整備と掲示教育の充実により，より望ましい心豊かな生徒の育成を図
る。

② 小・中連接事業の充実について

今年度北信中学区の小･中連接推進事業の組織の一つである「教科等部会」に「道
徳」を設置した。その中での協議を深めながら，小中の「道徳」の授業公開などをと
おして，小中が共通して目指す子ども像「北信の子五つのやくそく」にせまりたい。

③ 道徳教育の充実を図る外部講師の招聘
道徳的心情をはぐくむために，望ましい講師を選ぶとともに，ＰＴＡの理解を得な

がら予算を確保し，外部講師を継続的に招聘する。
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推進校紹介

学 校 名 石川郡平田村立蓬田中学校

所 在 地 石川郡平田村大字上蓬田字切山１番地

校 長 名 三 森 朗

学校の教育目標 【基本目標】

自ら考え、正しく判断できる、心豊かなたくましい生徒の育成

〈具体目標〉

・英知 すすんで学習する生徒

・友愛 思いやりのある生徒

・剛健 健康でたくましい生徒

学級及び生徒数 ７学級 １１４名

道徳教育にかかる 望ましい人間としての生き方を追求し、共によりよく生きようとする

取組みの概要 生徒の育成を目指し、「いのちを大切にし、共によりよく生きようとす

る生徒の育成」を主題に掲げ、魅力のある道徳の授業づくりについて研

究、実践を行う。

主題に迫るために以下の４つの視点をおいて実践にあたるとともに、

重点項目（○）を設定し、研究を深めることとする。

視点１ 資料の選択や導入の工夫 ○資料の選択、分析

視点２ 授業展開の工夫 ○言語活動の工夫

視点３ 終末の工夫 ○効果的な終末の工夫

視点４ 授業と体験活動との関連 ○道徳的価値の共有を図る工夫

１ 研究テーマ

□研究主題 『いのちを大切にし、共によりよく生きようとする生徒の育成』

□副 主 題 『魅力のある道徳の授業づくりを目指して』

２ テーマ設定の理由

今日の少子化・核家族化、急速な情報化社会の進展に伴い、人・社会・自然との関わりが希薄に

なり、いのちの有限さやかけがえのなさを理解したり、実感したりする機会が少なくなってきてい

る。また、東日本大震災を経験した今だからこそ、「生命の尊さ」や「いのちについて考える」こ

とのできる道徳教育を推進し、生徒の心の発達に寄与する教育活動が求められている。

また、本校では、「自ら考え、正しく判断できる心豊かなたくましい生徒の育成」という教育目

標のもと、知・徳・体の調和がとれた、生きる力を身につけた生徒をはぐくむことを目指している。

生きる力の核となる豊かな人間性を育てるのは、心の教育であり道徳教育である。そのためにも、

全教育活動で行う道徳教育とその要となる道徳の時間を充実させ、いのちを大切にし、共によりよ

く生きようとする心をはぐくむ教育を実現することが求められている。

このような理由から、急激に変化していく社会において、人と協調しつつ自立的に社会生活を送

ることができ、自他のいのちを大切にし、共によりよく生きようとする生徒の育成を目指して、研

究主題を「いのちを大切にし、共によりよく生きようとする生徒の育成」と設定した。

３ 研究計画
（１）年間計画
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月 魅力的な道徳の時間 豊かな心をはぐくむ 体験活動
研究部 指導体制推進部 との関連

４月 □組織作り □組織作り □交通安全教室
□研究目標・内容の検討 □研究目標・内容の検討 (9 日)

□避難訓練（地震）
(10 日)

５月 □研究部の研究計画の立案 □実態把握調査内容検討 □避難訓練(22 日)
□指導案形式の検討 □研究部の研究計画の立案 （不審者対応）
□学級の道徳教育全体計画作成 □第１回実態把握調査・分析
□授業ＧＴの選定 □研究主題に関わる資料収集

□職員室ＧＴの選定

６月 □授業ＧＴの依頼 □効果的な資料の収集 □福祉体験学習の
□第１回授業研究の計画 □資料の検討 計画立案
□第１回授業研究指導案検討 □校内研修会の実施①(18 日) □職場体験学習の
□授業ＧＴの活用 （職員室ＧＴ活用） 計画立案

７月 □第１回授業研究(6 日) □第１回授業研究のまとめ □栄養改善教室
□第１回授業研究の反省 □教育講演会(13 日) (2 日)
□授業ＧＴの依頼 アクアマリンふくしま □救命救急法講習

□指導方法の研究 会(11 日)
□体験活動と道徳の時間の連携 □保護者との連携
体験活動の選定 教育講演会

(13 日)

８月 □第２回授業研究の計画 □２学期の研究の見通し
□第２回授業研究指導案検討 □体験活動と道徳の時間の連携

関連価値項目の設定

９月 □第２回授業研究(20 日) □校内研修会の実施② □福祉体験学習
□第２回授業研究の反省 □第２回授業研究のまとめ (12 日)

□公開授業の持ち方 □職場体験学習
についての検討 (12 ､ 13 日)

10月 □第３回授業研究の計画 □校内研修会の実施③ □交通安全教室
□第３回授業研究指導案検討 □第３回授業研究のまとめ (5 日)
□第３回授業研究(12 日)
□第３回授業研究の反省

11月 □道徳教育研究公開(20 日) □道徳教育研究公開のまとめ □火災避難訓練
□道徳教育研究公開の反省 □第２回実態把握調査・分析 (2 日)

12月 □成果と課題の洗い出し □成果と課題の洗い出し □携帯安全教室
(15 日)

□保護者との連携

１月 □研究のまとめと反省 □研究のまとめと反省

２月 □次年度の重点指導内容の検討 □次年度の指導体制と
その取り組み内容の確認

３月 □来年度の研究構想の □来年度の研究構想の
提案・決定 提案・決定



- 22 -

（２）研究組織

校 長

教 頭

道徳教育研究推進委員会

◎菊地 ○我妻 緑川 星名

全 体 会

魅力的な道徳の時間研究部 豊かな心をはぐくむ指導体制推進部

◎我妻 ○高田 緑川 ◎塩田 ○市川 菊地

本田 星名 佐藤（康） 三浦

１学年 ２学年 ３学年 学年外

菊地 三浦 塩田 本田 我妻 高田 市川 佐藤（春）

佐藤（康）大山 星名 木原 緑川 鹿又

４ 生徒の実態及び地域の課題

本校生徒の実態として、素直で何事にもまじめに取り組み、与えられた事に対しては責任を持

って取り組む生徒が多いことがあげられる。また、学校生活でも明るく楽しく生活している生徒

が多く見られる。しかし、時として、日常生活において、危険な遊びや友達の心を深く傷つける

言動など、自他のいのちの大切さを実感できない子どもの姿が少なからず見られる。

保護者や地域の人たちは、生徒の成長をとても真剣に考えており、温かく見守ってくれている。

そのため学校に対する期待は大きい。しかし、子どもと真剣に向き合って話し合う時間は、どの

家庭においても減少している。さらに核家族化が進み、いのちについて考える場面に相対する機

会も少ない。

石川郡では、東日本大震災による被害は少なく、津波で命を奪われたり、家屋が倒壊し住むこ

とができなくなったりということはなかった。放射線量も県内では低い方に入る。震災後、活動

の制限は多少あったが、現在は通常の教育活動が行われている。そのような比較的恵まれた環境

から、生命の尊厳について深く考えた経験が少ない。

５ 道徳教育における校長の指導の方針 （資料１）

（１）道徳の時間を要として、学校の教育活動全体を通じて道徳教育を行う。

①道徳の時間は、道徳教育における中核的な役割を果たすことを自覚し、道徳の時間の指導を充

実させる。

○道徳の時間による「道徳的実践力」の育成

○ゲストティーチャーの活用

○道徳の時間の授業公開

②体験活動を重視し、道徳教育の充実を図る。

○職場体験学習や福祉体験学習などの道徳的実践活動を通して、道徳性の育成を図る。
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③道徳教育の目標に基づき、道徳の時間との関連を考慮しながら、各教科や総合的な学習の時間、

特別活動などの特質に応じた適切な指導を行う。

（２）道徳教育をコーディネートする道徳教育推進教師がその役割を十分に果たせるように、校内の

協力体制を整え、教職員の研修意欲を高め、道徳教育の一層の充実を図る。

（３）生徒の実態から目指す生徒像を明らかにし、道徳教育の重点目標を設定して各学年ごとに具現

化を図る。

６ 平成２４年度 道徳教育の全体計画の特徴 （資料２）

○全体計画を道徳教育推進教師を中心に全教師の協力によって作成し、学校として一貫した道

徳教育の組織的な展開ができるようにした。

○生徒の実態や保護者の願い、教師の願いを十分に考慮し、各学年の発達段階に応じて、道徳

教育の重点目標・重点価値項目を設定した。

○重点目標を具現化するとともに、指導方針を明確にし教師間の共通理解のもと、学校の教育活

動全体を通じて実践できる計画とした。特に、各学年間で系統性を持たせ、発達段階に応じて

発展的に指導できるように計画の具現化を図った。

○各教科、特別活動、生徒指導、家庭、学級・学校環境、地域社会、小学校や高等学校との連携

を総合的に示し、豊かな心をはぐくむ道徳の全体計画を作成した。

７ 平成２４年度 道徳の時間の年間指導計画の特徴 （資料３）

○生徒の実態に合わせた資料を配当し、学校行事との関連も考慮して計画を作成した。年間を通

して、系統性を持たせた発展的な指導ができるように主題を配列した。

８ 平成２４年度 学級における指導の計画の特徴 （資料４）

○道徳教育全体計画に基づき、学級担任の願いや学級の実態を十分に考慮して、それぞれの学級

における道徳教育の重点項目を設定した。

○学級における道徳の時間の指導方針をより具体的にすることで、道徳教育の重点目標が生かさ

れるように配慮した。

９ 道徳教育推進教師等における実践レポ－ト （資料５・６）

○道徳教育の指導計画の作成に関すること

生徒や保護者、地域の実態、行事や体験的な活動等を考慮しながら、全教職員が全体計画、

指導計画の作成に主体的に参画できる体制を整え、検討・改善に取り組んだ。

○全教育活動における道徳教育の推進、充実に関すること

ＰＴＡ主催の講演会、総合的な学習の時間「福祉について考える」（１年）・「職場体験から

考える」（２年）・「ボランティア活動から考える」（３年）を充実させ、道徳的価値を大切に

した取り組みを全教職員で行えるように働きかけた。

○道徳の時間の充実と指導体制に関すること

道徳授業研究会を実施した（４回実施）。事前・事後研究会では、中心となって運営・助言

等にあたり、道徳の授業の改善・充実を図った。また、全教職員で取り組めるような指導体制

の工夫を図った。

○道徳教育の研修の充実に関すること

研修会において資料の提示を行い、道徳の授業に対する意識や指導力の向上に努めた。

＜配付資料＞ 「中学校道徳における目標の分析の基盤となる考え」
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「ゲストティーチャーの活用方法とポイント」

「展開前段のねらいと方法」

「展開後段のねらいと方法」

「授業に生きる事前指導」

「事後指導のねらいと方法」

１０ 道徳の時間にかかる資料

○研究公開について （資料５）

○研究授業に関する資料（指導案） （資料６，７）

１１ 平成２５年度 道徳教育全体計画の特徴 改訂版 （資料８，９）

○全体計画を道徳教育推進教師を中心に全教職員の協力によって作成し、指導の重点化や効率化

を図れるようにした。

○生徒の実態（アンケート調査）から目指す生徒像を明らかにし、道徳教育の重点目標を設定し、

各学年の発達段階に応じて、重点目標の具現化が図られるようにした。

○道徳の時間の指導方針を明確にし、３年間を見通した系統的・組織的な指導ができるようにし

た。特に、各学年間で系統性を持たせ、発達段階に応じて発展的に指導できるようにした。

○各教科、特別活動、総合的な学習の時間との関連、家庭、学級・学校環境、地域社会、小学校

や高等学校との連携を示し、豊かな心を育む道徳教育の充実が図られるように全体計画を作成

した。

１２ 平成２５年度 道徳の時間の年間指導計画の特徴 改訂版 （資料１０）

○教育活動全体を通して行う道徳教育を充実させるために、道徳の時間を要として学校行事、総

合的な学習の時間との関連を意識した計画とした。

○道徳の時間において、補充・深化・統合された様々な道徳的価値を、学校行事、総合的な学習

の時間と関連させることにより、道徳的実践力が育成できるよう配慮した。

○総合的な学習の時間では、福祉体験活動（１年）、職場体験活動（２年）、ボランティア活動

（３年）などの体験活動を重視し、道徳教育の充実が図られるように工夫した。

○本年度の重点価値項目の時数と配置を工夫し、道徳教育の重点目標の達成が図られるようにし

た。

１３ 成果と課題

（１）成果

① 今年度、魅力のある道徳の授業づくりを目指して、導入・展開・終末それぞれの段階で視点

を設け、豊かな心の育成を目指した授業を展開した。その取り組みから、年間３５時間の道徳

の時間を、計画的にそして毎時間を大切に扱う雰囲気が高まり、授業力の向上につながった。

さらに、職員室ＧＴを招聘し助言をいただいたことにより、全教職員が道徳教育の原点に立ち

返り、共通理解のもと生徒の豊かな心の育成を目指して、実践研究を推進することができた。

② 授業ＧＴの活用においては、ねらいとする価値の自覚を深めるために、「どのような人材を」

「どの場面で」「どのような方法で活用するか」といった視点から研究を行った。公開授業で

は、授業のねらいから、地元の警察官 2人、パラリンピック車椅子バスケットボール選手と授
業づくりにあたった。そのことによって、心が揺さぶられ、いのちについて真剣に考えようと

する生徒の姿が見られた。このように、授業ＧＴの活用は、生徒の道徳的価値の自覚を大いに
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深めることができ、とても効果的な指導法であることがわかった。

③ 道徳の時間と体験活動との関連においては、体験活動における道徳的価値の気づきを、道徳

の時間で補充、深化、統合する場面を設定した。そのことから、体験に基づいた自分の考えを

発表したり、他者への思いやりをあらわす生徒の姿が多く見られた。また、学んだことを自分

の生活に生かそうとする意欲の高まりが見られた。

（２）課題

① 授業展開の工夫において、言語活動を位置づけ、自分の考えや思いを書かせることは有効で

あり、伝え合う場面では、多くの生徒が発言できるようになってきた。今後は、多様な価値観

を受け入れられるような学級づくりに力を入れていきたい。また、生徒が自らの成長を実感で

きるように、ある程度の期間にわたって、生徒のワークシート等を収集し、考えや思いの変容

を自分自身で振り返り、確かめられる場面を設定することも必要であると考える。

② 道徳推進校として様々な授業ＧＴを活用させていただき、ねらいに迫るための活用方法を検

討することで、大きな成果を残すことができた。一方で、授業ＧＴとの綿密な打合せの機会が

必要であること、授業ＧＴの知識やスキルに個人差があることなどから、授業ＧＴを活用した

授業には、教師の豊かなコミュニケーション能力と高度な指導力が問われるというシビアな側

面があることを認識する結果となった。今後は、地域に目を向け、地域人材の活用や授業ＧＴ

の活用の仕方について研修を深めていく必要がある。さらに、同村や同地区との連携を図り、

授業ＧＴリストを作成することも有効であると考える。

③ 道徳の時間と体験活動との関連では、主に体験活動で気づいた道徳的価値を、道徳の時間に

おいて補充・深化・統合する手立てを講じた。そのことにより、生徒の道徳的心情が高まって

きた。今後は、道徳の時間に深めた道徳的価値を、体験活動を通じて生徒が自分なりに発展さ

せることができるような指導・支援の在り方を研究していきたい。

④ 「いのちを大切にし、共によりよく生きようとする生徒の育成」という研究主題のもと、魅

力のある道徳の授業づくりを目指して実践を重ね、多くの課題を教職員間で共有することがで

きた。今年度の研究実践を次年度へとつなげ、生徒の豊かな心を育てるために、学校の教育活

動全体を通じて、以下の視点から指導体制の整備を図っていきたいと考える。

１ 道徳教育全体計画の改善

２ 学校行事、総合的な学習の時間との関連を図った道徳の年間指導計画の作成

３ 道徳的価値とその価値を深める教育活動の整理
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（資料１）

平田村の教育指針 《 教 育 目 標 》
すくすく いきいき 未来を拓く ひらたの教育 自ら考え、正しく判断できる、心豊かなたくましい生徒の育成
～人を愛し、故郷を愛し、

“生きる力”を身につけた、 ◆ 目指す教師像
健康でたくましい人間の育成～ ○教育愛と情熱に満ちた教師

☆ 世界に羽ばたき、故郷に貢献する人材の育成 生 徒 像 ○生徒とともに学び成長する教師
☆ 小中一貫教育で確かな学力の保障 （具体目標） ○研修に努め、授業に真摯に取り組む教師
☆ ふるさと教育の実践 ○倫理観に満ちた自覚ある行動ができる教師

○ 英知 ～ すすんで学習する生徒
○ 友愛 ～ 思いやりのある生徒
○ 剛健 ～ 健康でたくましい生徒 ◆ 目指す学校像

生徒の実態 (育てたい力) ○生き生きと躍動している学校
○確かな学力 ○思いやりのある豊かな心 ○教師と生徒が真剣に学習に取り組んでいる学校
○自主・自立 ○困難を克服する強い意志 ○落ち着いて楽しく安定した生活ができる学校

学 １ 豊かな心と生きる力を育む教育を推進する。
校 ２ 生徒一人ひとりを大切にする人間尊重の精神を基盤として、教育活動を推進する。
経 ３ 教職員の専門性を尊重しながら個性と能力を結集した学校運営を推進する。
営 ４ 学習指導・生徒指導の充実を計画的・組織的に推進する。
方 ５ 保護者・地域との密接な連携・協力により信頼関係を醸成し、教育効果の向上を図る。
針 ６ 教職員のコンプライアンスの向上を図り、不祥事の絶無に努める。

基礎的・基本的な学習内容の着実な定着をめざすとともに、 個性や立場を理解し、互いに励まし合い、他人を思いやる 心身を鍛え、強い意志を持ち、何事にも根気強く取り
習得した内容を活用する力の向上を図る 豊かな心を育てる 組む態度を育てる

学 校 目 標 ( 本 年 度 の 重 点 )

【わかる授業の充実】 【道徳教育の充実】 【望ましい生活習慣の確立】
英 ○学び合い、高め合う集団的思考学習を通した、わかり 友 ○全教師、全教育活動で行う体験活動を通して道徳教育の充実に 剛 ○節度ある学校生活の習慣化を図る
知 やすい授業を展開し、確かな学力の向上を図る 愛 努める 健 ○安全・安心な生活指導の推進を図る

【進路目標の達成】 【生徒会活動の充実】 【主体的な運動への取り組み】

（知） ○進路計画の改善、資料の準備、指導法の改善に努める （徳） ○主体的な生徒活動への取り組みを図る （体） ○日常的な運動習慣を形成して、体力の向上を図るとと
○適切かつ充実した進路情報の提供に努める 【教育相談の充実】 もに、困難に負けない強い意志を育てる

○生徒一人ひとりの理解を深め、自己実現のための支援に努める

◎家庭学習の習慣化を図り、学力向上に努めます。 ◎道徳的価値の高い資料などを活用し、充実した道徳の授業を実践し ◎時と場に応じた適切な言葉遣いができるよう指導します。
○定着確認シートや学力テストの分析結果などを活用し、学力の実 ます。 ○登下校における交通安全の指導を随時行います。
態に応じて学習形態を工夫しながら、基礎学力の定着を図ります。 ○自ら気付き、行動できる自主的な活動の充実を推進します。 ◎全員部活動入部のもと、積極的な取り組みをさせ、体力と忍耐

○ＩＣＴを積極的に活用する授業の展開に努めます。 ○生徒主体の学校行事を通し、達成感のある取り組みをさせます。 力を育てます。
○各種コンク－ルを通して基礎・基本の定着を図ります。 ◎蓬田中「三本柱」（あいさつ・校歌・清掃）を土台に学校生活の向 ○避難訓練、交通安全教室、防犯教室等を通して、安全意識の高
◎集団的思考学習など習得した内容を生かす学習活動を通して活 上を図ります。 揚を図ります。
用力を育てます。 ○学級活動、生徒会活動を通して集団生活の向上を目指します。 ○「蓬中のしおり」に基づいた指導を徹底し、基本的な生活習慣

○総合的な学習の時間の職場体験学習や福祉共生の学習を通して ○ボランティア活動を通して奉仕の精神や豊かな心を育てます。 を身に付けさせます。
職業観や生き方の指導を行います。 ◎教育相談の充実に努め、生徒一人ひとりを理解し、楽しい学校生活 ◎大震災を想定した訓練を通して、危険回避能力を育てます。

○一人ひとりの進路目標達成のため適切な進路指導に努めます。 が送れるよう支援します。 ○専門職（外部講師など）と連携した健康教育を実施します。
◎読書活動を通して、豊かな心と柔軟な思考力を育みます。 ○清潔な身だしなみや衛生習慣の確立に努めさせます。

平成２４年度 平田村立蓬田中学校学校経営・運営ビジョン
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（資料２）
平成２４年度 道 徳 教 育 全 体 計 画 蓬田中学校

生徒の実態 学 校 の 教 育 目 標 日本国憲法・教育関係諸法規

・素直でまじめに取り組 自ら考え正しく判断できる心豊かなたくましい生徒の育成 ・教育基本法 ・学校教育法
む。 英知 すすんで学習する生徒 ・その他関係法規、準則等

・学校行事に積極的に参 友愛 思いやりのある生徒 ・関係教育機関の方針・目標等
加する。 剛健 健康でたくましい生徒

・係活動などに責任を持
って取り組む。

・自主性や向上心が足り 道徳教育の重点目標
ない。

・適切な言葉遣いやあい ・より高い目標を持ち、何事にも根気強く自主的に取り組
さつ、返事が十分習慣 む生徒を育成する。 学 習 指 導 要 領
化していない。 ・礼儀の意義を理解し、時と場に応じた適切な言動がとれ

る生徒を育成する。
・生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重 社会の要請、白書、各

保護者の願い する。 答申等
・地域社会の一員としての自覚を持って郷土を愛する生徒

・善悪の判断をきちんと を育成する。
身に付けてしてほしい。 重点価値項目 1-(2) ２-(１) 3-(1) ４-(8)

・誰に対しても思いやり
を持って接してほしい。 特 別 活 動

・あいさつや礼儀をきち 重点目標の各学年での具現化
んと身に付けてほしい。

学 望ましい生活習慣を身につ
・望ましい生活習慣を身につけ、自主的、自律 級 け、自分の役割を自覚し、
的に行動できるようにする。 活 協力して学校生活を送るた

教師の願い ・相手の人格を尊重し、相手に対して敬愛する 動 めの態度を育成する。
１学年 気持ちを育成する。

・思いやりのある生徒を ・生命の大切さを知り、自分や他人の命を尊重 生 よりよい学校生活を送るた
育てたい。 する心を育成する。 徒 めに、進んで活動に参加し、

・自主的に行動し粘り強 ・地域社会の一員として自覚を持ち、郷土の自 会 自分に与えられた役割を果
く取り組める生徒を育 然や文化について愛着を持たせる。 活 たそうとする態度を育て
てたい。 動 る。

・節度ある学校生活の習 ・強い意志を持って行動し、希望を持って何事
慣化を図りたい。 にも粘り強く行動できるようにする。

・郷土を大切にする生徒 ・時と場に応じた適切な言動を取ろうとする心 部 それぞれの個性を生かしな
を育てたい。 ２学年 情、態度を育てる。 活 がら、集団への所属感・連

・生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の 動 帯感を高める。
生命を尊重するようにする。

各 教 科 ・地域社会に尽くしてきた先人や高齢者への尊
敬と感謝の気持ちを育てる。 学 諸行事に積極的に参加し、

国 人間としての生き方を 校 集団への自覚を深め、より
語 古文・現代文を通して 行 よい生活を築こうとする態
学習させる。 ・より高い目標をめざし、夢と希望を持って着 事 度を育てる。

実にやり抜こうとする意欲を高める。
社 歴史や社会の仕組みに ・公徳のモラルを大切にし、より望ましい社会
会 ついて学習し、よりよ ３学年 を実現しようとする態度を育てる。
く生きていこうとする ・生命に対する畏敬の念を深め、人間として強 生 道徳性を育てるための、実
精神を学習させる。 く生きることに喜びを見いだすようにする。 徒 践の場として捉え、指導す

・郷土に対する認識を深め、郷土を愛しその発 指 る。
展に努めようする態度を育てる。 導 ①登下校では、明るく元気

数 問題解決に取り組むこ ・ よくあいさつし、きまり
学 とにより忍耐力・遂行 そ を守って登下校できるよ
力を高める。 道徳の時間の指導の方針 の うにする。

他 ②休み時間では、時間を守
理 自然に対する興味関心 ・教育活動全体を通して行い、道徳教育の充実に努める。 り時と場に応じた適切な
科 を高め、自然を愛護す ・生徒とのよりよい人間関係を築き、道徳性の高揚を図る。 行動ができるようにする
る心を育てる。 ・地域や生徒の実態を踏まえ、全教職員の共通理解のもと、指導の重 ③給食では、あたたかな雰

点化や効率化を図る。 囲気の中で食事ができる
音 表現や鑑賞の活動を通 ・３年間を見通した、系統的・発展的な指導を実践していく。 ようにする。
楽 して、豊かな情操や生 ・道徳の時間にあっては、時間の確保はもとより、学級の実態に応じ ④清掃活動では、無言で、
きることの喜びを育て て計画的に実践していく。 協力して学校をきれいに
る。 しようとする態度を育て

る。
美 創造的な表現力を生か
術 し、生活に役立てる力
を身につけさせる。 家庭との連携 学級・学校環境 地域社会との連携

保 ル－ルを守り、協力し 家庭との連携を深め ・教師と生徒、生徒相 ・地域の理解と協力
体 て役割を果たす態度を 道徳的実践力を高め 互の人間関係を豊か を得るため、積極
身につけさせる。 る。 にする。 的に地域の活動に

・学級、学年、学校 ・言語環境を整え、時 参加する。
技 豊かな生活ができるよ だよりの発行 と場に応じた適切な ・学校教育に対する
家 うにその技術を身につ ・学年ＰＴＡ活動、 言葉遣いができるよ 協力が得られるよ
け、日常の生活に生か 学年学級懇談会 うにする。 うにＰＴＡとの連
すことができる。 ・授業参観、奉仕作業 ・あたたかな学級経営 携を密にする。

を目指す。 ・総合学習などを生
英 国際協調の精神を学ぶ ・より良い伝統を樹立 かし、積極的に地
語 と共に他国の文化を理 する。 域の人に学ぶ。
解し、その良さを日常
の生活に生かす。

小学校や高等学校との連携

積極的に、情報交換を行い、互いに連携を密にし、小中高の課題を共
有する。
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平成２４年度年間指導計画 （資料３）
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学級における道徳指導計画 （資料４）

第１学年 組 担任

道徳教育の重点目標

○より高い目標を持ち、何事にも根気強く自主的に取り組む生徒を育成する。

○礼儀の意義を理解し、時と場に応じた適切な言動がとれる生徒を育成する。

○ 生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の命を尊重する生徒を育成する。

○地域社会の一員としての自覚を持って郷土を愛する生徒を育成する。

重点価値項目 １－(２) ２－(１) ３－(１) ４－（８）

第１学年における重点目標の具現化

・望ましい生活習慣を身につけ、自主的、自律的に行動できるようにする。

・相手の人格を尊重し、相手に対して敬愛する気持ちを育成する。

・生命の大切さを知り、自分や他人の命を尊重する心を育成する。

・地域社会の一員として自覚を持ち、郷土の自然や文化について愛着を持たせる。

道徳の時間の指導方針 学級担任の願い

・教育活動全体を通して行い、道徳教育の充実に努 ・相手の立場になって考

める。 え、思いやりを持って

・生徒とのよりよい人間関係を築き、道徳性の高揚 生活できる生徒を育て

を図る。 たい。

・３年間を見通した、系統的・発展的な指導を実践 ・心からのあいさつやて

していく。 いねいな言葉遣いがで

・道徳の時間にあっては、時間の確保はもとより、 きる生徒を育てたい。

学級の実態に応じて計画的に実践していく。 ・何事にも協力して一生

懸命取り組める生徒を

育てたい。

学級における道徳教育の重点 学級の実態

・相手の立場になって物事を考え、思いやりを持っ ・素直な気持ちを持って

て行動できる生徒の育成に努める。 いる生徒が多い。

・心のこもったあいさつや言葉遣い、時間を守るな ・とても明るく元気であ

ど基本的生活習慣が身につけられる生徒の育成に る。また、男女問わず

努める。 仲良く生活している。

・集団の一員として、自分の役割を理解し、粘り強 ・時にけじめが付けられ

く取り組める生徒の育成に努める。 ないときがある。

学級における道徳の時間の基本方針

・人間としての生き方についての自覚を深めるために、生徒の実態に即した資料の開発

と指導方法の工夫に努める。

・共によりよく生きるための人間関係を構築し、認め合う雰囲気を高めるための言語活

動の工夫に努める。

・道徳的実践力を高めるため、積極的に豊かな体験との関連を図る。
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平成２４年度福島県教育委員会道徳教育総合支援事業『ふくしま道徳教育推進プラン』（資料５）

平 田 村 立 蓬 田 中 学 校 道 徳 教 育 研 究 公 開

１ 期 日 平成２４年１１月２０日（火）

２ 会 場 平田村立蓬田中学校

３ 指導助言者 福島県教育庁県中教育事務所指導主事 髙橋みどり 様

平田村教育委員会学校教育指導員 水野 岩雄 様

４ 日 程

12:10 12:30~13:00 13:10~14:00 14:10~14:30 14:30~16:30
受付 開会行事（20′） 研究授業（50′）全体会（20′） 授業研究会（120′）

授業説明（10′）
５ 授業者

高田 秀人 ３年１組・道徳 生命の尊重３－（１） 「極限の救出劇」

緑川 修 ３年２組・道徳 人間の強さ・気高さ３－（３） 「さよならのあとに」

＝研究協議の様子＝

【主催者あいさつ】 【学校長あいさつ】

【研究の経過：パネルによる掲示】 【増子恵美さんによる講話】

＝質疑応答～ゲストティーチャーの活用について＝

Q1：GTを見つけるための情報はどうやって集めたのか。 Q3：GTの話で資料を作ってもよ
GTとの打合せは何回くらい行ったか。 かったのではないか。

A1：村教育委員会を経由通して県警に確認し、駐在所勤 A3：打合せが１回しかできず、非
務の署員の方がいることがわかりお願いした。 常に忙しい方だったので GT

としての登場のみとした。

Q2：GTがうまく子どもたちを揺さぶっていた。
どのような役割をお願いしたのか。 Q4：職員 GTのどう活用したか。

A2：GT には（二者択一の）どちらかの意見が圧倒的に多 A4：２年生の授業の終末で３年生
くなった場合は、反対の意見から話してほしいとお願 の担任が話をした。校長・教頭が

いしていた。 GTになるのもいいと思う。
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公開授業の指導資料－１ （資料６）

主題【かけがえのない生命】価値項目【３ー（１）生命の尊重】

【映像用いた導入】 【ひざのふれあう距離での話し合い活動】

【終末でのＧＴの説話】 【研究協議会での質疑応答】
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公開授業の指導資料－２ （資料７）

主題【人間の尊厳】価値項目【３ー（３）強さと気高さ、生きる喜び】

【絵を用いての導入】 【フラッシュカードを用いた表現活動】

【ＧＴによる説話】 【研究協議会での質疑応答】
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平成２５年度 道 徳 教 育 全 体 計 画 蓬田中学校 （資料８）

生徒の実態 学 校 の 教 育 目 標 日本国憲法・教育関係諸法規

・素直でまじめに取り組 自ら考え正しく判断できる心豊かなたくましい生徒の育成 ・教育基本法 ・学校教育法
み、学校行事にも積極 英知 すすんで学習する生徒 ・その他関係法規、準則等
的に参加する。 友愛 思いやりのある生徒 ・関係教育機関の方針・目標等

・係活動などに責任を持 剛健 健康でたくましい生徒
って取り組む。

・自主性や向上心の欠如
また、自分のよさに気 道徳教育の重点目標
づけない生徒がいる。

・適切な言葉遣いやあい ・望ましい生活習慣を身につけ、節度を守り節制に心がけ
さつ、返事が十分に身 る生徒を育てる。 学 習 指 導 要 領
についていない。 ・自己を見つめ、自己の向上を図り、個性を伸ばして充実

した生き方を追究できる生徒を育てる。
・温かい人間愛の精神を深め、他の人々に対し思いやりの 社会の要請、白書、各

保護者の願い 心をもつ生徒を育てる。 答申等
・生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重

・善悪の判断をきちんと する生徒を育てる。
身に付けてしてほしい。 ・地域社会の一員としての自覚を持って郷土を愛する生徒

・誰に対しても思いやり を育てる。 特 別 活 動
を持って接してほしい。 重点価値項目 1-(1) 1-(5) 2-(2) 3-(1) 4-(8)

・望ましい生活習慣を身 学 基本的生活習慣を身につ
につけ、充実した生活 級 け、協力して学校生活を送
を送ってほしい。 重点目標の各学年での具現化 活 るための態度を育てる。

動 主体的な生き方を考える
・望ましい生活習慣を身につけ、自主的、自律的に行 態度を育てる。
動できるようにする。

教師の願い 一 ・自己の優れている面などの発見に努め、自己の理解 生 よりよい学校生活を送る
学 に努める。 徒 ために、進んで活動に参加

・基本的生活習慣の確立 年 ・自分も他の人もともにかけがえのない人間であると 会 し、自分に与えられた役割
を図りたい。 いうことをしっかり自覚できるようにする。 活 を果たそうとする態度を育

・自主的に行動し粘り強 ・生命の大切さを知り、自分や他人の命を尊重する心 動 てる。
く取り組める生徒を育 を育成する。
てたい。 ・地域社会の一員として自覚を持ち、郷土の自然や文 部 それぞれの個性を生かし

・生命を大切にし思いや 化について愛着を持たせる。 活 ながら、集団への所属感・
りのある生徒を育てた 動 連帯感を高める。
い。 ・きまりある生活を通して、自らの生き方を正して行

・郷土を大切にする生徒 動できるようにする。 学 諸行事に積極的に参加
を育てたい。 二 ・生徒相互の信頼関係を基盤として互いに指摘し合い、 校 し、集団への自覚を深め、

学 高め合う人間関係を作っていけるようにする。 行 よりよい生活を築こうとす
年 ・人間愛に基づく他の人との関わりをもつことの大切 事 る態度を育てる。

さに気づかせるようにする。
各 教 科 ・生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を

尊重するようにする。
国 人間としての生き方 ・地域社会に尽くしてきた先人や高齢者への尊敬と感 生 全生徒が積極的に参加で
語 を古文・現代文を通し 謝の気持ちを育てる。 徒 きる場を設定し、自主的・
て学習させる。 指 自律的な態度を育てる。

・節度を守り、節制に心がけ、調和のある生活の実現 導
社 歴史や社会の仕組み に努めることができるようにする。
会 について学習し、より 三 ・充実した人間としての生き方についての自覚を深め、
よく生きていこうとす 学 自分のよさや個性を見いだしていくことができるよ

総
問題の解決や探求活動に

る精神を学習させる。 年 うにする。
合

主体的・創造的に取り組む
・互いに支え合う経験を積みながら、思いやりの心と

的
態度を育てる。

数 問題解決に取り組む 態度がはぐくまれていくよう工夫する。
な

体験活動や調査活動を通
学 ことにより忍耐力・遂 ・生命に対する畏敬の念を深め、人間として強く生き

学
して視野を広げ、自己の生

行力を高める。 ることに喜びを見いだすようにする。 習 き方を考えることができる
・郷土に対する認識を深め、郷土を愛しその発展に努 ようにする。

理 自然に対する興味関 めようする態度を育てる。
科 心を高め、自然を愛護
する心を育てる。

道徳の時間の指導の方針
音 表現や鑑賞の活動を
楽 通して、豊かな情操や ・道徳の授業を要とし、教育活動全体を通して行い、道徳教育の充実に努める。
生きることの喜びを育 ・生徒とのよりよい人間関係を築き、道徳性の高揚を図る。
てる。 ・地域や生徒の実態を踏まえ、道徳教育推進教師の指導のもと、全教師での共通理解を図り、指導

の重点化や効率化を図る。
美 創造的な表現力を生 ・３年間を見通した、系統的・発展的な指導を実践していく。
術 かし、生活に役立てる ・道徳の時間にあっては、時間の確保はもとより、学級の実態に応じて計画的に実践していく。
力を身につけさせる。 ・地域の人材活用を図った授業を実践していく。

保 ル－ルを守り、協力
体 して役割を果たす態度 家庭との連携 学級・学校環境 地域社会との連携
を身につけさせる。

家庭との連携を深め ・教師と生徒、生徒相互の ・地域の理解と協力を得るため、積極的に地
技 日常の生活に生か 道徳的実践力を高め 人間関係を豊かにする。 域の活動に参加する。
家 し、豊かな生活ができ る。 ・言語環境を整え、時と場 ・学校教育に対する協力が得られるようにＰ
るようにその技術を身 ・学級、学年、学校 に応じた適切な言葉遣い ＴＡとの連携を密にする。
につけさせる。 だよりの発行 ができるようにする。 ・総合学習などを生かし、積極的に地域の人

・学年ＰＴＡ活動、 ・あたたかな学級経営を目 に学ぶ。
英 異文化の良さを日常 学年学級懇談会 指す。
語 生活に生かすことがで ・授業参観、奉仕作業 ・より良い伝統を樹立する。
きるよう、国際協調の
精神を学ぶと共に他国
の文化を理解させる。 小学校や高等学校との連携

積極的に、情報交換を行い、互いに連携を密にし、小中高の課題を共有する。
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（ 資 料 ９ ）
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（資料１０）



- 36 -



- 37 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【県南地区】矢祭町立東舘小学校 
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推進校紹介 

 

学 校 名 東白川郡矢祭町立東館小学校 

所 在 地 東白川郡矢祭町大字東舘字下上野内１０ 

校 長 名 吉田 和賀子 

学校の教育目標         

進んで学び合う子ども 

夢をもち共に生きる子ども 

健やかでたくましい子ども 

学級及び児童数         普通学級６（１３３名） 特別支援学級１（２名） 

道徳教育にかかる 

取り組みの概要         

道徳教育の全体計画、学級における道徳の指導計画を十分に活用し、学

校教育全体を通して豊かな体験を育み、家庭や地域との連携を密にして、

規範意識の向上や道徳的実践力の育成に努める。 

 

【計画書（概要）】 

１ 研究テーマ 

 

県道徳部研究主題 

道徳的価値の自覚と自己の生き方についての考えを深める指導の充実 

 

東舘小研究テーマ 

確かに自己を見つめ、判断力と道徳的実践力を高める授業の工夫 

～道徳の時間の特質を活かした指導を通して～ 

     

２ テーマ設定の理由 

（１）今 日 的 課 題 か ら 

現代社会では、目の前の課題や問題などに遭遇し、それらのよりよい解決を迫られたとき 

に、自分で考え判断し、行動し、様々な状況に柔軟に対応していく能力が求められている。こ

れからの未来を生きていく子どもたちに対して、社会の多様な変化に対して自己を見失わず

に、自主的・自立的に判断して対応していく能力を育成していくことが学校教育の課題である。 

   道徳教育の要である道徳の時間については「自己の生き方について考えを深める」ことが 

新たに加えられた。指導要領解説道徳編では、「自己を肯定的に受け止めること→自己の特徴

を知り、自己を見つめること→現在の生活及び将来の生き方の課題を考え、自己実現の思いや

願いを深める」といった指導を道徳的価値の自覚を深めていく中で、自己の生き方についての

考えも深めていくようにすることが述べられている。道徳の時間が人間としてのあり方や生き

方の礎となる道徳的価値について学び、それを自己の生き方に結びつけながら自覚を深め、道

徳的実践力を育成するものであることを明確にしている。 

   しかし、現代の子どもの心と体をめぐる状況は決してよい状態にあるとはいえない。自制 

心や規範意識が希薄化し、生活習慣の確立も不十分である。さらに、国際比較調査では自尊感

情や自分に自信をもつ子どもが少なく、学習や将来の生活に対して漠然とした無気力感や不安

感を抱いている子どもが増加傾向にある。また、人間関係を構築する力が十分でないとの指摘

もある。 

   以上を踏まえて、自己の生き方について考えを深めるためには、授業を通して深まったり 

広がったりした道徳的価値観に対して、これまでの自分だけでなく、これから先の自分との 

かかわり方を考えさせるとともに、道徳的実践・意欲への一歩踏み込んだ指導が重要である 

と考える。 
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（２）本校教育目標具現化の視点か ら 

  「道徳的実践力を育てる事を目的とする道徳の時間においては、その特質を十分に理解し 

て、教師の一方的な押しつけや単なる生活経験の話合いなどに終始することのないよう特に 

留意し、それにふさわしい指導の計画や方法を講じ、指導の効果を高める工夫をすることが 

大切である。道徳的実践力は、徐々に、しかも、着実に養われることによって、潜在的に持続

的な作用を行為や人格に及ぼすものであるだけに、長期的展望と綿密な計画に基づいた丹念な

指導がなされなければならない。」〈道徳解説書Ｐ３１〉 

   本校では、「自分の思いや考えを豊かに伝え合い、ともに生きる子どもを育てる」を心の教

育のテーマとして掲げている。また、そのための努力目標として「夢をもち、生き生きと自己

有用感をもった子どもを育てる。」「規範意識をもち、豊かな道徳性を伴った判断力と実践力

のある子どもを育てる。」ことに取り組んでいる。これらの重点目標を踏まえ、道徳教育の全

体計画や学級における道徳の指導計画を十分に活用を図るとともに、各教科、特別活動、総合

的な学習との関連を図りながら、道徳的実践力の育成に努めていくことが重要であると考え、

本主題を設定した。 

 

３ 研究計画 

（１）研 究 の 対 象 ＜本校児童 １３５名＞ 

  ○研 究 の 方 法  

ア 道徳性意識調査 

イ 文献研究 

ウ 検証授業 

エ 児童の変容の把握 

オ 授業後の分析・考察 

（２）研 究 計 画 

① 事前研究の段階（４月～９月） 

ア 児童の道徳性に関する実態調査 

イ 研究主題の設定 

ウ 文献研究 

   エ 仮説の設定 

  ② 検証の段階（９月～１１月） 

ア 指導計画の作成 

イ 指導案作成 

ウ 検証授業 

    ・矢祭町心の教育推進委員会研究協議会（６月１５日）全学年 

・図書館との関連を図った授業の実践（７月１７日）第４学年 

・授業参観における道徳授業の公開（９月１３日）第１・２・３学年 

・東白川小学校教育研究会秋の研究協議会における授業の公開（１０月１７日）第２学年 

・ゲストティーチャーを招聘しての授業（１月下旬） 

  ③ 整理の段階（１２月～１月） 

ア 児童の変容 

イ 結果の分析と考察 

ウ 研究のまとめと反省 

  

（３）検証計画 

○ 道徳の時間において話し合いの様子を観察したり、ワークシートを分析したりするこ     

とにより、児童の道徳的価値に対する変容と道徳的実践力の高まりを捉える。 
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４ 児童の実態及び地域の課題 

  本校児童の実態は、明るく元気で、指示されたことに対しては素直に従うことができる。また、

縦割り活動を重視した取り組みを行っているので、学校全体で協力性や連帯感が育まれている。

しかし一方では、自分の気持ちや思いを言葉や態度で表現することが苦手であったり、自分で自

分の限界を決めてしまい、粘り強く取り組もうとすることに消極的であったりする場面が見られ

る。全体的に、個人としては善悪の判断力はあるものの、集団となるとその集団の雰囲気に流さ

れてしまい、正しい判断ができなくなってしまう傾向も見られる。地域は山々に囲まれ豊かな自

然環境に恵まれた小さな町である。近くには全国から図書が寄せられた「もったいない図書館」

があり、学習環境にも恵まれている。三世代同居の家庭が多く、子どもたちは基本的な生活習慣

は身についているものの、自分のことは自分でするという意識やあいさつ、礼儀がが十分身につ

いているとはいえない。保護者は、学校に対して協力的であり、子どもの学習や友達関係に関し

ても、関心が高い。このような実態を踏まえ、本年度の重点目標を学校教育全体を通じて、より

高い判断力と豊かな表現力を身に付けた児童の育成を目指して共通理解を図りながら取り組ん

でいる。 

   

５ 道徳教育における校長の指導の方針                   （資料１） 

  学校教育全体を通して豊かな体験に基づく人間尊重の精神を基盤とした「心の教育」と「規範

意識」を醸成するために、各教科、特別活動、総合的な学習の時間との関連を図った道徳の時間

の充実を図ること。また、美しいものや自然に感動する心、我が国の郷土の歴史、文化・伝統に

対する理解とこれらを愛する心の育成を目指している。 

 

６ 平成２４年度 道徳教育の全体計画の特徴                （資料２） 

  まず、「道徳教育の全体計画」というは、道徳教育の目標を具現化するための重点目標の設定

が大切である。本校では、次の３点を具体的に設定している。  

① 学校の教育目標や特色を生かして重点的な指導ができるようにすること。 

② ブロック重点目標の策定と家庭・地域社会との連携など、道徳教育の相互の関連を図る    

ようにしていること。 

  ③ 体験活動による道徳的価値への気づきを重視するとともに、「道徳の時間」の基本方針    

や「指導の工夫」を設定していること。 

 

７ 平成２４年度 道徳の時間の年間指導計画の特徴             （資料３） 

  指導の時期、主題名、ねらい、資料を一覧にした配列表になっているのが実情である。「展開

の大要」は、ここ数年は、十分に見直しを行っていなかったので、本年度の課題として検討して

いきたいと考えている。 

  年間指導計画の作成に当たっては、重点内容項目を◎として、学年の児童の発達段階や系統と

発展を考慮し、各学年において年間２～３時間配当している。また、新設された価値項目や改善

された内容項目を踏まえて位置づけを図り、「自己の生き方」に関するねらいや展開、資料の見

直しを行っている。 

 

８ 平成２４年度 学級における指導の計画の特徴              （資料４） 

  学級ごとに指導の重点内容項目を設定し、児童の道徳的実践力が培われ、道徳的実践が行われ

る基盤づくりとして、具体的な指導の重点項目や主題を記入するようになっている。さらに、道

徳の時間の指導方針を各教科、特別活動、総合的な学習の時間とのかかわりを考えて設定してい

るのが特徴である。 
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９ 道徳教育推進教師等における実践レポート 

ア 道徳教育の指導計画の作成に関することについて 

   道徳教育は、学校の教育活動全体をとおして行うものである。そのためには、学校の全体計

画・年間指導計画のもと、計画的・発展的な指導することや他教科との関連を図ることが求め

られる。 

   今までの指導計画は、資料名による主題配当だけで、価値項目が分かりづらかった。そこで、

資料名や価値項目、体験や人材、他教科との関連を記入する枠を設定し、見通しをもって計画

的に取り組めるよう指導計画の改善を提案した。 

  
（例）   第４学年 

主 題 配 当 

計画作成上、特に 

工夫した事項 

 物事の善悪を判断する力や生命を大切にする心情を育むとともに、基

本的な生活習慣や社会生活上の決まりが身に付くよう配慮した。 

月  時数 指導内容 体験・人材、他教科との関連 

 

４ 

 

◎みんなのルール 

○日本のお父さん・お母さん 

○江戸のエコライフ 

 

３ 

 

規則の尊重･公徳心 

家族愛 

愛国心と国際理解 

体育（ゲーム）、係活動 

父の日、母の日 

社会（ゴミの処理と利用） 

 

 ウ 道徳の時間の充実と指導体制に関することについて 

   今年度７月に、第４学年で「死」という現実感が乏しい子どもたちに人の命の尊さと、多く

の人々に見守られて今の自分が存在すること、友達や周りの人々の命も自分と同じくらいかけ

がえのない大切なものであることに気づかせるために、本校の近くにある施設である「もった

いない図書館」の司書の方と協力して授業を実践した。  

   特に、導入段階で阪神・淡路大震災について当時の写真を提示していただき、視覚的に当時

の緊迫した様子を伝えていただいた。また、展開後段では「はるかのひまわり」の実際の絵本

の紹介、当時の小学生の作文、震災に遭ったおばさんのお話を紹介していただくことによって、

児童が命について深く自己を見つめられる（他者理解、価値理解）ことができた。 
 
 

 

 

 

 

 

 

カ 授業公開など家庭や地域社会との連携に関すること 
  ○ 道徳の授業参観 

【第２学年】 
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１０ 道徳の時間にかかる資料                  （資料５・６・７・８） 
◯ 矢祭町心の教育推進協議会における全学級の道徳の授業公開 

    平成２４年６月１５日（金）に本校において、町内の小・中学校の先生方が一堂に会

し、道徳の授業公開および事後研究会を行い、道徳の授業のあり方について研修の場を

設けた。道徳の時間における価値に迫るための適切な資料、子どもたちの内面に響くよ

うな手だて等について協議がなされ、今後の道徳の授業のあり方など方向性が明確にな

ってきた。   

＜授業に関する主な成果（◯）と課題（●）＞ 

（１）「道徳の時間の特質を活かす」について 

  ◯ 登場人物の気持ちをいろいろな角度から考えさせるような問いかけをしたことに   

よって、児童はさまざまな立場に立って、思いや考え方に気付くことができた。 

  ● 自分の普段の生活の中から、自分の改善すべき行動に気付けない児童も見られた。

普段の生活の中で、自分がしていることを常に振り返らせる機会を与えていく必要性

を感じた。 

（２）「多様な指導方法の工夫」について 

 ○ 資料を提示する際には、パネルシアター形式で行ったところ、児童はストーリーや登

場人物の会話に興味を持ち、話の内容もよく理解して、意欲的にそれぞれの登場人物

の気持ちを考えることができた。 

◯ ゲストティーチャーのお話を直接聞くことで、普段自分たちがいかにボランティ   

アの方々に見守られているかがよく理解でき、価値についてより具体的に捉えること   

ができた。 

  ● 資料の提示の際、児童の多様な価値観を引き出せるよう精選することが大切である。 

● ゲストティーチャーの話し方については、低学年という実態を考慮し、担任がイ   

ンタビューをしたりするなどわかりやすい話し方の形態を用いるべきであった。 

（３）「自分の生き方についての考え方やより高い判断力を養う」について 

  ○ 登場人物の気持ちをワークシートに書かせ、発表させたことで、自分では気付かな

かった考え方にもふれることができた。 

 ◯ 本時の授業を通して、自己中心的な発達段階の児童が自分の置かれている立場   

や周りの人々の存在に気づき、いかに世話になっているかが理解でき、地域の方々   

への感謝の気持ちや親しみを持つことができた。 

● さまざまな場面でいろいろな支援をして下さる地域の方々を探して、連携を図りなら

魅力的な教材が開発できるようにしていきたい。また、地域社会が教育活    

動に積極的に関わってくれるよう働きかけていきたい。 

 

１１ 平成２５年度 道徳教育の全体計画の特徴 改訂版           （資料９） 

○ 本校では、道徳の時間の指導方針として「道徳の時間は共感から問題意識をもち、本

質的な価値へと広がる心の学習となるような、考える時間である」ことを共通理解し、

子どもたちの自己の生き方に資するような学習になるよう計画した。 

 

１２ 平成２５年度 道徳の時間の年間指導計画の特徴 改訂版       （資料１０） 

○ 年間指導計画とは、道徳の時間の指導が、道徳教育の全体計画に基づき、児童の発達

に即して計画的・発展的に行われるように組織された全学年にわたる年間の指導計画で

ある。しかし、作成には多大な労力が必要となる。作業量を考え、形式にとらわれずに

授業を展開するうえでの基本的な発問の流れを示しておく程度のものにしている。本校

では、各学年における指導の方針を明確にして、指導内容を児童の発達に即して重点化

して指導計画を作成した。 
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１３ 成果と課題 

（１）「道徳の時間の特質を活かす発問の工夫」について 

  ○ 道徳の時間では、資料中の中心人物の道徳的行為への共感を軸に話し合いを展開する     

ことが一般的である。だが、主人公等の気持ちに共感することは、あくまで手段であり、    

登場人物の考えや行動に対して、自分がそう思った根拠や理由をじっくり話し合えるよ     

うにすることが大切である。さらに、書く活動を取り入れ、自分自身を深く見つめるよ     

うにしていくことが必要である。今回の実践でも、適宜、書く活動を取り入れ、今まで     

の自分や今の自分はどうであるかを見つめさせることができた。 

  ○ 発問において、価値理解・自己理解・他者（人間）理解等のどの視点に迫る発問かを     

明確にして、発問の構成や精選を図った。その結果、発問はねらいとする道徳的価値の     

自覚を深める学習の問いになることを改めて認識するとともに、授業がぶれずにねらい     

に迫ることができた。 

  ● 登場人物の心情を共感的に追究してるものの、児童から出される多様な考えを並べる     

だけになってしまい、価値の焦点化が図れなかった。価値葛藤の質を高めながら、視点     

の核心に迫る学習を工夫していく必要がある。 

（２）「多様な指導方法の工夫すること」について 

  ○ 各学級ともねらいを効果的に達成するために児童の実態や資料の特徴を捉えて、適切     

な指導方法を選択することができていた。言葉を活かし表現する機会を充実することに     

つながった。 

  ● 話し合いは、児童の考えや理解を深めるための手段であるので、話し合う視点や必然     

性を明確にして、位置づけていく必要がある。 

（３）「自分の生き方についての考え方やより高い判断力を養うこと」について 

  ○ 展開後段は、ねらいとする道徳的価値にかかわる思いや願いを培うのがねらいであり、    

道徳の授業の中で最も重要な部分である。ねらいとする道徳的価値にかかわる具体的な     

体験やそれに伴う感じ方・考え方から日頃の自分を振り返る。このようにねらいとする     

道徳的価値の自覚を深める過程で同時に自己の生き方についての考えも深めているが、     

特にそのことを強く意識して指導することが重要である。前段で追究した価値に照らし     

て、今までの自分や今の自分を見つめさせ、生き方を自覚させていく。各学年ともワー     

クシートを工夫し、書く活動を通して自分との対話を促し、これからの生き方を見つめ     

させることができていた。 

  ● 教師のしゃべりすぎは、授業の質を貧しくする。笑顔で間を取り、子どもたちの内面     

の表出を待って受け止めていく教師の態度が、道徳の時間を充実させるための大切な鍵     

の一つである。 

 

＜考 察＞ 

 この一年間道徳研究に取り組むことによって変化が大きかったのは、先生方の道徳の授業の進め

方に見通しを持てたことである。道徳の時間の特質を研修することによって、資料の共感的理解か

ら価値を追究し、早く資料から離れて自己の振り返りをさせ、十分に価値の自覚を図る道筋が見え

てきた。 

 道徳教育のねらいは、何が価値のあることなのかを知らしめることであり、価値あることを行動

に移す勇気と意志を培うことである。そして、より高い・崇高な判断力を養っていくことである。。

道徳性には個人差があるので、形成的な評価を積み重ねながら、長期的な視点に立って変容を見取

っていく必要がある。そして今後も、道徳の時間の特質である人間理解、価値理解、自己理解、自

己発見・希望の視点を定めて、授業改善を図るとともに、自らの人生を切り拓く力を養い、「もっ

とできる」と思う児童を育てていきたい。   
 



- 44 - 
 

資料１ 
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【会津・南会津地区】下郷町立江川小学校 
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【相双地区】県立新地高等学校 
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推進校紹介
学 校 名 福島県立新地高等学校

所 在 地 相馬郡新地町小川字貝塚西１３番地

校 長 名 佐藤洋光

学校の教育目標 主体的に社会に貢献し、その発展性を担うことのできる人材の育成

学級及び児童生徒数 ６学級２２０名

道徳教育にかかる ①明るいあいさつ、適切な言葉遣い、②積極的な部活動への参加、③ボランテ

取組の概要 ィア活動による社会に貢献する心の育成

１ 研究テーマ

道徳教育全体計画における重点目標の具現化

２ テーマ設定の理由
①明るいあいさつ、適切な言葉遣い、②積極的な部活動への参加、③ボランティア活動による社会に貢

献する心の育成、を具体的に教育活動のどの場面でどのように取り組むか、試行錯誤を重ね、次年度に生

かす。

３ 研究計画
授業、ホームルーム、行事、部活動等、学校の教育活動全体において取り組む。

４ 児童生徒の実態及び地域の課題
福島県の太平洋側の最北、宮城県との県境、新地町にある。地域は半農半漁及び兼業（津波により現在

漁業はできない）。学年２学級、計６学級、全日制普通科で２００名程度が在籍している。

平成２４年度の在籍数は２２０名である。様々な要因から心の問題を抱える生徒の指導は、小規模校の

特性を生かし「寄り添う指導」を充実させている。震災後は特にその傾向が顕著である。地元新地町３割

弱、その他７割が近隣市町から通学している。

学習指導面も含め、学習障害傾向や自閉傾向、中学校時に不登校傾向等の体験を持つ生徒が在学してお

り、生徒指導面の課題解決に向け取り組んでいる。

５ 道徳教育における校長の指導の方針 （資料１）
キャリア教育を踏まえ、地域社会に貢献できる人材を育成するための全体計画を作成し、教職員・生徒

全員で実践する。

６ 平成２４年度 道徳教育の全体計画の特徴 （資料２）
本県の児童生徒の「豊かな心の育成」の方針を受け、各教職員が教科指導や部活動等の細部でそれを強

く意識し心がけることにより目標達成できるといった実践に特徴がある。

７ 平成２４年度 道徳教育の年間指導計画の特徴 （資料３）
｢高等学校学習指導要領｣をもとに、中学校の｢道徳の時間｣の内容を踏まえ、人間としての在り方生き

方に関する教育を行う内容を中心として、重点目標と道徳教育との関連を明確にしたところに特徴がある。

８ 道徳教育推進教師等における実践レポート（概要） （資料４）
(1) 本校の実践例～重点目標より～
① 「明るいあいさつ、適切な言葉遣いができる基本的な生活習慣を養う」に関して、社会人になる上

で必要不可欠な能力を育成するための実践を行った。

② 「部活動に積極的に参加し、協調性・忍耐力を身につける」に関して、同じ目標を目指す者同士が

協力する大切さを理解させるための実践を行った。
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③ 「ボランティア活動に参加し、社会に貢献する心を育成する」に関して、人のために働く喜びを学

ぶための実践を行った。

(2) 道徳教育推進教師による実践例
① 授業に関して、多角的な物事の見方を身に付けさせるとともに、社会生活の中でより良い判断が

できる力を身に付けさせるための実践を行った。

(3) 部活動の指導方針
① 結果を出すことが最終目標ではなく、部活動を通して社会から必要とされる人材を育成するための

実践を行った。

９ 道徳教育にかかる資料 （資料５～１１）
・「資料８」について…全学年で「総合演習」という実践を行った。朝の 15 分間の時間を使って、道徳

的なエッセイなどを読み、自分なりに感想やコメントを書いて交流している。生

徒たちが人間としての在り方生き方を学ぶ時間として位置づけた。

・「資料９」「資料１０」について

…生徒の生き方にかかわって「ライフスキル講座」、「PTA 主催の道徳教育映画鑑
賞会」といった道徳的視点からの新しい取組を行った。

・「資料１１」について…地域の活性化を目的に国道６号線に桜の苗木を植樹する「ふくしま浜街道・

桜プロジェクト」という事業に参加した。生徒たちが未来に夢や希望を持ち、い

まを輝かせてくれる貴重な体験となった。

１０ 平成２５年度 道徳教育の全体計画の特徴 改訂版 （資料１２）

１１ 平成２５年度 道徳教育の年間指導計画の特徴 改訂版 （資料１３）

１２ 成果と課題
(1) 成果

〈全体〉

・ 高等学校における道徳の授業の取組については、小・中学校に比べてまだ歴史は浅く、授業方法や

授業実践のための資料の蓄積もない中、ロングホームルーム活動やショートホームルーム活動の時間、

集会活動、学校行事の中に道徳教育の要素を取り入れながら実践を重ねることができた。

・ 重点目標との関連では、生徒の実態を踏まえ、①明るいあいさつ、適切な言葉遣い、②積極的な部

活動への参加、③ボランティア活動による社会に貢献する心の育成等を掲げ、道徳教育と関連づけな

がら取り組むことができた。

・ 推進校として特に大きかった成果は、①先生方の道徳教育に対する意識が大いに高まったこと、②

先生方同士の意見交換などにより、指導内容や指導方法の充実が図られたこと、③道徳教育の新しい

取組に対する地区内小・中学校・保護者・地域の方々の理解が深まったこと、の３点が挙げられる。

・ 「道徳」の授業をつくるため、試行錯誤を重ねながら創意工夫に努め、道徳の実践を教育活動の中

に取り入れるよい機会となった。

〈公開授業〉

・ 授業を通して、先生が夢を持ち、生徒とともによりよく生きていこうとすることの大切さや、生徒

達とじっくりと熱く語り合うことの重要性を感じることができた。

・ 補助教材やワークシートを活用したり、グループ討議を取り入れたりするなどの創意工夫が見られ

効果的であった。

・ 授業のまとめでは、授業者自らの体験談を語る場面が設定され、ピンと張り詰めた雰囲気の中で道

徳的価値を学び直したり、振り返ったりすることができた。授業後の感想でも満足感を得たと答える

生徒が多かった。

(2) 課題

・ 道徳の時間の円滑な実施、ゲストティーチャーの活用という点では今後に課題を残したが、高等学

校の推進校として新しい可能性を求めながら意欲的に取り組むことができた。本年度の成果を生かし

ながら、生徒の実態を踏まえた道徳教育を一層深めていきたい。

・ 生徒実態アンケートを年度当初に１回、各学期に１回以上を実施し、問題行動の早期発見に努めて

いきたい。
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【いわき地区】いわき市立田人第一小学校 
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【いわき地区】いわき市立川部中学校 
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